
  

 一 般 質 問 

令和７年 第３回（６月）南関町議会定例会 

番 質問者 質問事項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１ 

 

 

 

 

 

 

３番議員 

矢野 修一 

 

「一括方式」 

（約４０分） 

 

地域の未来を担う企

業誘致の在り方につ

いて 

 

 

 

 

中山間地域農地整

備事業の推進につ

いて 

１ これまでに実施してきた企業誘致施策の成果と今後の目

標について尋ねる。 

２ 本町に適した産業分野や企業のターゲットをどう設定して

いるか尋ねる。 

３ 企業が安心して進出できるようなインフラ整備や制度づく

りは、どのように進めているのか尋ねる。 

 

中山間地域の農地整備事業は、農業生産基盤の整備や生

活環境の改善を通じて、地域の活性化や持続可能な農業の

実現を目指しています。そこで中山間地域農地整備事業の

進捗状況と今後のスケジュールや課題について尋ねる。 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

２ ６番議員 

中村 正雄 

 

「一問一答」 

（約９０分） 

 

〈ｕｋａｒａ〉の運営につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康寿命日本一の

町宣言の実効性に

ついて 

町の未来を支える拠点として新たな多世代交流施設〈ｕｋａｒ

ａ〉を、町民の全世代が「行きたくなる場所」、また「住民の誇り

となる施設」へと育てていくには、初年度の立ち上げが極め

て重要であると考える。 

 しかし、現在示されている来館者数目標は過去の延長線上

にとどまり、町民の関心や期待に応えるには不十分である。 

 町民の期待を超える挑戦的な数値目標と、それを実現する

ための戦略、具体的な企画および行動計画の構築につい

て、町の方針を問う。 

 

宣言は、町民に夢と希望を与える力強いビジョンである一

方で、全国各地で同様のスローガンが形骸化してきた事例も

見られる。 

本町が「掛け声にとどまらない、結果を出す自治体」として、

科学的分析とエビデンスに基づいた健康施策を推進できる

かが問われる。本気で成果を上げるための体制整備と具体

的施策の方向性について問う。 

 

町長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

３ １番議員 

福山 美佳 

 

「一括方式」 

（約６０分） 

 

竹林整備に対する

補助制度について 

 

 

 

 

 

 

南関町住民提案型

事業について 

 

 

 

中学生の安全対策

について 

１ 本町における竹林の現状と課題認識について尋ねる。 

２ 現在、町が行っている竹林整備に対する補助について尋

ねる。 

３ 他自治体における竹林整備補助事業の事例について調

査等をおこなっているのかを伺う。 

４ 荒廃竹林整備に対する新たな補助制度の考えはあるか町

の見解を尋ねる。 

 

１ 令和６年度までの実績と効果、及び課題について尋ねる。 

２ 将来の自立化を目指す提案事業に対し、伴走支援や相談

体制等の仕組みづくりについて検討がなされているかを伺   

う。 

 

１ 暗い時間帯の登下校の際、安全たすきだけでは不十分と

の声がある。発光素材の入ったジャンパー等の支給はでき

ないのかを尋ねる。 

２ 部活動中の事故防止対策について尋ねる。 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

教育長 



４ 

 

 

４番議員 

西田 恵介 

 

「一括方式」 

（約７０分） 

 

農業振興について 

 

 

 

職員の早期退職に

ついて 

 

１ 将来の農地利用の姿と課題について尋ねる。 

２ 令和７年度施政方針の中で「産業経済費補助金の強化」と

あるが具体的な計画を尋ねる。  

 

近年早期退職する職員が多いが、過去１０年何名退職して

いるか尋ねる。また、退職するにあたって対応、及び業務の

運営について支障はないのか尋ねる。 

町長 

 

 

 

町長 

 

５ ５番議員 

北原浩一郎 

 

 

（約６０分） 

こどもの食について １ 南関町の食育への取り組みについて尋ねる。 

２ 南関町で運営されているこども食堂について尋ねる。 

３ 南関町の学校給食について尋ねる。 

 

町長 

教育長 

６ ７番議員 

杉村 博明 

 

「一括方式」 

（約９０分） 

 

町道迎町・旭町線の

通学路拡幅予定に

ついて 

 

町道堂の前・福山線 

の通学路拡幅につ

いて 

 

農業に関する補助

金について 

現在、途中まで拡幅され便利になっているが、その先の拡

幅がされず通学路として危険な状況であるが、拡幅の予定

はないのかを尋ねる。 

 

通学路として道幅が狭く、非常に危険を要しているが、町の

見解を尋ねる。 

 

 

近年、物価高騰による格差が生じ、農業生産者は苦慮され

ているのが現状であり、機械等の購入もままならない状況で

あるが、町としての見解を問う。 

町長 

教育長 

 

 

町長 

教育長 

 

 

町長 

 

 

 

7 

 

9 番議員 

境田 敏高 

 

 

（約４５分） 

 

有機フッ素化合物に

ついて 

 

 

近年、有機フッ素化合物の一種であるＰＦＯＳとＰＦＯＡの有

機フッ素化合物が問題になっているが、わが町の現状と対策

を尋ねる。 

町長 

 

 


